［様式２－２］


平成○○年度

「地域公共政策士」育成のための
資格教育プログラムに係る
自己点検評価書
（キャップストーン用）
実施機関名　○○○○○○○○○○○○○○

プログラム名　キャップストーン
平成○○年○月

序章

※　当該実施機関の設置に際しての状況等について簡単に記述すること。

※　自己点検の体制等について記述すること。

本章

※　各項目の解説に即して具体的に記述すること。

※　内容は、各項目の記述、「長所と問題点」の記述と重複してもよい。

※　今後の展望なども合わせて記述すること。

※　根拠資料が複数ある場合は、複数提示すること。
１　目的・教育目標

【概要】

	※この項目における、現状の説明の概要について記すこと（400字程度）




【現状の説明】

	1－1

	「地域公共政策士」育成のためのキャップストーンの目的および教育目標が
明示され、育成すべき能力が明確かつ適切に公表されているか。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
＜根拠資料＞

＊資料1－1：○○○○○○○○○○（p.○）

２　キャップストーンの内容

【概要】

	※この項目における、現状の説明の概要について記すこと（400字程度）




【現状の説明】

	2－1


	「地域公共政策士」育成のためのキャップストーン修了に必要な期間及び

修得ポイント数が、キャップストーンの目的・目標に則して適切に設定
されているか。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料2－1：○○○○○○○○○○（p.○）

【現状の説明】

	2－2


	「地域公共政策士」育成のためのキャップストーンの対象、修了の基準及び実

施方法が、当該プログラムの目的・教育目標に応じて策定され、学習者に周知・
共有されているか。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料2－2：○○○○○○○○○○（p.○）

【現状の説明】

	2－3


	「地域公共政策士」育成のためのキャップストーンでどのような学習者を想定

しているかが明らかにあれ、それに合わせた実施形態となっているか。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料2－3：○○○○○○○○○○（p.○）

３　学習アウトカムの測定

【概要】

	※この項目における、現状の説明の概要について記すこと（400字程度）




【現状の説明】

	3－1


	「地域公共政策士」育成のためのキャップストーンの目的・教育目標に応じ

た学習アウトカム、ポイント認定の基準及び方法が策定され、それらが学習者
に対して、あらかじめ明示され、それらの基準及び方法に基づき、学習アウト
カムに対する評価、ポイント認定が行われているか。



＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料3－1：○○○○○○○○○○（p.○）

【現状の説明】

	3－2

	キャップストーンの学習アウトカムについて、学習者によるプログラム修了後

の評価の仕組みが整備されているか。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料3－2：○○○○○○○○○○（p.○）

【現状の説明】

	3－3

	クライアントによる学習者の学習アウトカムに対する評価の仕組みが組み込まれているか。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料3－3：○○○○○○○○○○（p.○）

４　キャップストーンの管理・運営・改善
【概要】

	※この項目における、現状の説明の概要について記すこと（400字程度）




【現状の説明】

	4－1


	「地域公共政策士」育成のためのキャップストーンの趣旨に沿って、具体的な
課題設定方法やマッチング方法を含む実施方法、一年間の科目日程等が明示さ

れているか。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料4－1：○○○○○○○○○○（p.○）

【現状の説明】

	4－2


	学習アウトカムに対する評価、ポイント認定において、評価の公正性及び厳格性を担保するため、学習者からの異議申立に対応する仕組みが明文化され、運用されているか。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料4－2：○○○○○○○○○○（p.○）

【現状の説明】
	4－3

	「地域公共政策士」育成のためのキャップストーンを継続的かつ円滑に実施していくための体制が適切に整備されているか。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料4－3：○○○○○○○○○○（p.○）

５　キャップストーンの特色
【概要】

	※この項目における、現状の説明の概要について記すこと（400字程度）




【現状の説明】

	5－1


	当該キャップストーンの特色ある取組みについて記述してください（自由記

述）。


＜現状の説明＞

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜根拠資料＞

＊資料6－1：○○○○○○○○○○（p.○）

＜長所と問題点＞

	関連する

小項目
	※関連する小項目が複数ある場合、複数記載してよい。

※関連する小項目がない場合、適当な見出しを付けること。

	※具体的に記述すること



	根拠資料

	


＜将来の改善方策＞

	

	根拠資料


	


終章

※　全体を通して、点検・評価を行った結果、当該大学院が考える今後の展望と、今後取り組むべき課題などについて記述すること。

※　本章の記述と重複してもかまわない。　　
